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①
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2007年金沢大学医学部卒業。2018年
に自治医科大学大学院にて学位を取得
し2020年4月より現職。現在は白血病、
悪性リンパ腫、多発性骨髄腫など幅広く
血液診療に携わっている。
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誌上セミナー
　

ヒ
ト
の
体
内
で
は
、骨
の
中
に
あ
る「
骨
髄
」

で
造
血
幹
細
胞
か
ら
血
液
細
胞
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
血
液
細
胞
に
は
白
血
球
、赤
血
球
、

血
小
板
が
あ
り
ま
す
が
、
白
血
病
は
こ
れ
ら

の
血
液
細
胞
が
つ
く
ら
れ
る
過
程
で
細
胞
が

「
が
ん
化
」し
無
秩
序
に
増
え
て
し
ま
う
病
気

で
す
。
骨
髄
中
で
白
血
病
細
胞
が
増
加
す
る

と
、
正
常
な
血
液
細
胞
が
つ
く
ら
れ
な
く
な

り
、
赤
血
球
、
血
小
板
、
白
血
球
が
減
少
し

ま
す（
図
1
）。
健
康
な
血
液
細
胞
が
減
少
し
、

赤
血
球
不
足
に
よ
る
貧
血
、
白
血
球
不
足
に

よ
る
免
疫
機
能
の
低
下（
感
染
症
）、
血
小
板

減
少
に
よ
る
出
血
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ

ま
す
。

　

白
血
病
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、

大
き
く
は
「
急
性
」と
「
慢
性
」に
分
け
ら
れ

ま
す
。
急
性
白
血
病
は
が
ん
化
し
た
白
血
病

細
胞
が
急
速
に
増
殖
し
ま
す
が
、
慢
性
白
血

病
で
は
数
年
の
経
過
で
ゆ
っ
く
り
と
増
殖
し

ま
す
。
が
ん
化
し
た
細
胞
の
タ
イ
プ
に
よ
り
、

「
骨
髄
性
」と「
リ
ン
パ
性
」に
分
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
急
性
骨
髄
性
白

血
病
、
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
、
慢

性
骨
髄
性
白
血
病
、
慢
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
に
分
類
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
イ
プ
に
よ
り
、
治
療
経
過
も

治
療
方
法
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
は
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
一
病
型
と
し
て
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
１
年
間
に
人
口
10
万

人
あ
た
り
11
・
３
人（
男
性
13
・
６

人
、
女
性
９
・
１
人
）が
新
た
に
白

血
病
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
な

る
ほ
ど
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
子
供

や
働
き
盛
り
の
若
い
人
で
も
発
生
し
、
若
い

世
代
が
罹か
か

る
が
ん
と
し
て
は
最
も
頻
度
が
高

い
が
ん
で
す
。

　

白
血
病
を
含
む
「
血
液
の
が
ん
」は
、
一
般

に
遺
伝
子
や
染
色
体
に
傷
が
つ
く
こ
と
で
発

症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
や

染
色
体
に
傷
が
つ
く
原
因
と
し
て
、
特
定
の

化
学
物
質
の
ば
く
露
や
放
射
線
被
ば
く
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
場
合
は
原
因
不
明
で
、
そ
の
発
症
の

仕
組
み
は
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

発
熱
、
だ
る
さ
、
紫し

斑は
ん（
あ
ざ
）な
ど
が
初

期
症
状
と
し
て
み
ら
れ
ま
す
（
図
2
）。
急
激

次
回
は
「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」で
す
。

な
経
過
を
た
ど
り
、放
置
し
て
お
く
と
感
染
症
、

心
不
全
、
出
血（
脳
出
血
、
肺
出
血
、
消
化
管

出
血
な
ど
）、
白
血
病
細
胞
浸
潤
に
よ
る
臓
器

障
害（
肝
不
全
、
腎
不
全
）な
ど
生
命
に
関
わ

る
状
態
と
な
る
た
め
、
迅
速
な
診
断
、
治
療
導

入
が
望
ま
れ
ま
す
。
初
期
症
状
は「
か
ぜ
症
状
」

と
似
た
症
状
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
場
合
は

病
院
に
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

病
気
の
進
行
が
緩
や
か
な
た
め
初
期
に
は

症
状
が
あ
ら
わ
れ
に
く
く
、
健
康
診
断
で
発

見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
疾
患
で
す
。
健
康

診
断
で
血
球
数
値
に
異
常
が
あ
れ
ば
、
血
液

内
科
の
専
門
病
院
で
詳
し
い
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

白
血
病
の
診
断
に
は
、
血
液
検
査
や
骨
髄

検
査
が
必
要
で
す
。
血
液
検
査
で
白
血
球
の

数
の
異
常
や
形
態
の
異
常
が
み
ら
れ
た
場
合
、

確
定
診
断
の
た
め
に
骨
髄
液
を
採
取
す
る

「
骨
髄
検
査
」が
行
わ
れ
、
詳
し
く
検
査
を
行

い
ま
す
（
図
3
）。「
芽が

球き
ゅ
う」と
呼
ば
れ
る
未
熟

な
細
胞
が
一
定
以
上
に
増
加
し
て
い
た
場
合

に
、
白
血
病
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

白
血
病
の
治
療
は
薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
）

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
治
療
内
容
は
白
血

病
の
タ
イ
プ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

骨
髄
性
・
リ
ン
パ
性
と
も
進
行
が
速
い
の

が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
確
定
診
断
後
は

す
ぐ
に
治
療
を
開
始
し
ま
す
。「
骨
髄
性
」「
リ

ン
パ
性
」そ
れ
ぞ
れ
で
使
わ
れ
る
抗
が
ん
剤
の

種
類
や
組
み
合
わ
せ
、
治
療
期
間
が
異
な
り

ま
す
。
染
色
体
・
遺
伝
子
検
査
の
結
果
、
分
子

標
的
薬
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
複
数
の
抗
が
ん
剤
で
白
血
病
細
胞
を

死
滅
さ
せ
、
血
液
検
査
や
骨
髄
検
査
で
異
常
を

認
め
な
い「
完
全
寛
解
」を
目
指
す「
寛
解
導

入
療
法
」を
行
い
ま
す
。
正
常
な
白
血
球
や
赤

血
球
、
血
小
板
な
ど
も
低
下
す
る
た
め
、
輸
血

や
感
染
症
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
完
全
寛
解
」と
な
っ
て
も
、
こ
の
段
階
で

は
白
血
病
細
胞
が
体
内
に
潜
ん
で
い
る
た
め

再
発
の
可
能
性
が
高
い
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、

生
き
残
っ
た
白
血
病
細
胞
を
さ
ら
に
減
少
さ

せ
る
た
め
に
続
け
て
強
力
な
抗
が
ん
剤
治
療

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
寛
解
後
療
法
「
地
固

め
療
法
」と
い
い
ま
す
。
通
常
、
こ
の
寛
解

後
療
法
が
何
回
か
繰
り
返
し
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
部
の
白
血
病
で
は
、
寛
解
状
態
を
維
持

し
て
再
発
を
予
防
す
る
目
的
で
薬
物
療
法
に

よ
る
「
維
持
療
法
」を
行
い
ま
す
が
、
通
常
は

通
院
治
療
で
行
い
ま
す
。

　

完
全
寛
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
や
、
薬
物

療
法
の
み
で
は
治
り
に
く
い
タ
イ
プ
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
（
図
4
）。

　

診
断
確
定
後
に
分
子
標
的
薬
「
チ
ロ
シ
ン
キ

ナ
ー
ゼ
阻
害
剤
」で
治
療
を
行
い
ま
す
。
内
服

治
療
の
た
め
多
く
は
外
来
治
療
が
可
能
で
す
。

　

一
般
的
に
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
初

期
の
段
階
で
は
経
過
観
察
が
勧
め
ら
れ
、
治

療
を
要
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
分
子
標
的
薬

の
高
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
（
悪
性
リ
ン

パ
腫
に
分
類
さ
れ
る
疾
患
で
す
）。

白
血
病
と
は

ど
ん
な
病
気
？

1

白
血
病
の

原
因
に
つ
い
て

2
白
血
病
の
初
期
症
状
・

病
院
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ

3

白
血
病
の
診
断

4
白
血
病
の
治
療

5

図1 白血病の仕組み

図2 白血病の症状

図3 骨髄検査

図4 急性白血病の治療の流れ

正常な骨髄

白血病細胞が無制限に増殖し
正常な血液細胞がつくられなくなる

白血球 赤血球 血小板

白血球

白血病細胞

赤血球 血小板

白血病の骨髄

急性白血病と診断

造
血
幹
細
胞
移
植 経過観察

寛解導入療法

完全寛解

寛解後療法
（地固め療法）

維持療法

血液検査や骨髄検査で
白血病細胞が見つからない状態

抗がん剤により
白血病細胞をさらに減少させる

「寛解状態」を維持するために
外来で抗がん剤治療を行う
（一部の白血病において）

入院して強い抗がん剤により
白血病細胞を一気に減らす

白
血
病
の
基
礎
知
識

部
が 位
ん 別
研
究
室

今
回
か
ら
血
液
の
が
ん
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
す
。

が
ん
研
究
会
有
明
病
院
の
先
生
方
に
リ
レ
ー
形
式
で
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
血
液
の
が
ん
」と
は
骨こ

つ

髄ず
い

、
リ
ン
パ
節
、
血
液
の
な
か
に
あ
る
細
胞
が
が
ん
化
し
て
生
じ
る
病
気
で
す
。

大
き
く
分
け
て
①
白
血
病
、
②
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
③
多
発
性
骨
髄
腫
が
あ
り
、
初
回
は
①
白
血
病
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

●
急
性
白
血
病

●
慢
性
白
血
病

●
急
性
白
血
病（
骨
髄
性
・
リ
ン
パ
性
）

●
慢
性
骨
髄
性
白
血
病

●
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
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